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ガラス板上に立つ被計測者の足底部をガラス板の下方から撮影した

画像において、左足と右足の踵部とそれぞれの第2趾先端部間に測定

基準線を自動作成し、その基準線を元に、足長、足幅などを自動計測

できるアルゴリズムを開発した。また、このアルゴリズムに基づくソフトウエ

アを作成し、機器に実装をしたところ、95％位の確率で、足型の自動計

測を行うことができた。 

以下のような産業技術ニーズへの応用可能性がある。 

■靴“製造”のための足型計測器 

■靴“選択”のための足型計測器 

 

 

“足になじむサイズを測る” 

本発明は、コンピュータプログラムにより、自動的に足型計測基準線

を決定することのできるもので、これにより、計測者の操作誤差に基づく

計測誤差を解消でき、さらには、計測者の負担を軽減できる足型計測

器を提供できる。 

本計測器においては、プログラムの作動と画像取得のためのマウスのク

リックの後は、ほぼ自動的に処理はなされ、長時間の訓練等なしに正確な

測定が可能である。靴の注文生産システム等への展開を構想している。 

 
図 2足型計測例 

図 1足型計測器 

・100例中 97例は誤差 1mm以内 

・誤差 1mm 以上となったものは足の撮影位置が大きくずれたもの 
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研究の概要 
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